
令和４年１０月２４日福岡労働局主催の「障がい者雇用サポート交流会」
に参加しました。

「障がい者サポート交流会」は企業と特別支援学校、支援機関等の面談による交流
や連携強化を図ることを目的としています。

今回は２部構成の入れ替え制で、企業は第１部に５８社、第２部に６７社の参加があ
りました。特別支援学校１１校と支援機関３２事業所の各ブースに加え、ヘルスキー
パーの体験コーナーもあり、参加企業の方々はマッサージを体験したり、積極的に各
ブースでの雇用相談等に回ったりしていました。

就労支援センターのブースには１２社１６名の方がお見えになり、“雇用をしたいが
どうしたらよいかわからない” “支援機関を利用した雇用の流れを知りたい” “求人
を出しても人が集まらない” “業務の創出ができない”など、様々なご相談がありまし
た。どの企業も雇用に対し前向きに真剣に検討し、真摯に向き合われていることを実
感しました。

このように、一度に多くの企業と交流できる機会はあまりないため、大変有意義な
時間となりました。

今後もハローワークや関係機関の皆様と連携しながら障がいのある方の雇用・定着に
向け、チームの一機関として企業を支援していきます。



令和３年２月２４日 福岡中央公共職業安定所主催の「障がい者雇用サポート交流会」

に参加しました。 

 

企業と特別支援学校、支援機関等の面談による交流及び連携強化を図ることを目的とし開催されま

した。 

 

交流会は支援機関のブースに企業が訪問するスタイルで

実施し、４０の支援機関と５５社の企業が参加。 

各ブースでは、事業所の案内ボードの設置やポスターの

掲示など、それぞれの支援機関が工夫をしていました。 

当センターは、センターの概要と就職した方が働いてい

る動画を準備しました。 

ブースには、１０社の企業の方が訪問され、相談内容

も、雇用の現状や今後の雇用の進め方、支店や営業所の

社員に向けた研修など多岐に亘りました。２時間という限

られた時間でしたが途切れることなくご相談いただき、障

がい者雇用に向けて真剣に取り組まれている企業の思いを直接感じることができました。 

今後もハローワークや関係機関の皆様と連携しながら障がいのある方の雇用・定着に向け、チーム

の一機関として企業を支援していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市障がい者就労支援センターの

サポートデスクでは雇用相談の他、

「困った」「どうしよう」など障がい者雇

用にかかわる様々な相談に対応して

います。 

お気軽にご相談ください。 
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必要に応じて、再度集中して支援に入ることもで
きます。
ご本人が長く働き続けることが出来るよう課題等
が出てきた際には遠慮なくご相談ください。

入
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事前支援 雇用前実習 フォローアップ支援

見学・面接同行等

実習生の業

務習熟や受

け入れ現場

の不安軽減

等の支援

継続した支援で定着を図っています。

支援の頻度は3ヶ月に1度→半年に1

度のように徐々にフェードアウトし

ご本人の自立を目指します。

定着を目的

とし、ご本

人の状況に

合わせた現

場での支援


